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１．目的 

１．１ ツールの目的 

 大阪市では、大阪市中心部の業務集積地区において、コージェネレーション（CGS）

等の自立・分散型エネルギーを導入、建物間を繋いでネットワーク化し、いわゆる

エネルギーの面的利用を促進することで、平常時の省エネルギー・低炭素化と災害

時のエネルギー安定供給確保を両立した業務継続地区（BCD:Business Continuity 

District）の構築を目指している。 

 本ツールは、エネルギー面的利用を促進するためのソフト面の整備として、既存の

エネルギーシステムとの事業採算性、エネルギー削減効果、CO2削減効果をはじめと

して面的利用導入検討に用いる効果的な指標等の比較を可能とし、開発事業者等で

専門的知識を持たない者でも、エネルギー面的利用の導入効果（シミュレーション

結果）を簡易かつ容易に独自診断でき、大阪市中心部におけるエネルギーの面的利

用の導入・普及・促進に寄与することを目的としている。 

１．２ 当ツールでできること 

 対象とする地域で建物・施設等の新たな開発があった場合、その新設建物内に電熱

併給型のCGSを設置し、新設建物及び周囲の既存建物との間においてエネルギーを融

通した場合の導入効果を試算する。 

 試算可能なエネルギーシステムは以下に示す「一括再開発型」と「既成市街地再開

発型」の２パターンである。また、これらのエネルギーシステムの優位性を評価す

る従来のエネルギーシステムのイメージを以下に示す。 

 

   
 （一括再開発型イメージ）  （既成市街地開発型イメージ）    （従来システム） 

図 エネルギーシステムイメージ  

新設建物

:電力 :熱(温･冷)

CGS

吸収式
冷温水器

ガス供給網

系統電力

都市ガス

新設の建物で電力と熱を融通

電力受変電設備

新設建物

新設建物

CGS
ガス供給網

系統電力

都市ガス

電力受変電設備

吸収式
冷温水器

新設の建物のみで電力と熱を融通し、
余剰分の熱を既設建物へ供給

既設建物

:電力 :熱(温･冷)

新設建物

新設建物

ガス供給網

系統電力

都市ガス

電力

吸収式
冷温水器

個別の建物で受変電・空調設備を
保有してエネルギーを供給

既設建物

:電力 :熱(温･冷)

既設建物

既設建物



 

 

【一括再開発型システム】 

 対象とする建物は新設の建物のみで、全ての建物間で電力と熱の融通を行う。 

 電力については、対象とする新設建物を対象に一括受電を行い、各建物へ配電する。

また、ガスエンジンCGSを導入して、都市ガスによる発電を行い、受変電設備を経由

して各建物へ供給する。 

 CGSからの排熱については、給湯、暖房の順で利用し、さらに余剰の排熱がある場合

は排熱投入型の吸収式冷温水機で冷房への熱供給を行う。 

 不足する電力需要については系統から購入し、熱需要については、ボイラ及び吸収

式冷温水機によって供給する。 

【既成市街地開発型】 

 対象とする建物に新設建物と既設建物が混在するケースで、対象とする新設建物に

おいては電力と熱の融通を行うが、既設建物については新設建物で生じた余剰熱を

供給するシステム。 

 「一括再開発型」と同様に、電力については、新設建物を対象に一括受電を行い各

建物へ配電する。また、ガスエンジンCGSを導入して、都市ガスによる発電を行い、

受変電設備を経由して各新設建物へ供給する。 

 CGSからの排熱については、新設建物の給湯、暖房の順で利用し、さらに余剰の排熱

がある場合は排熱投入型の吸収式冷温水機で冷房への熱供給を行う。 

 また、新設建物内で消費しきれない排熱が生じる場合は、既設建物へ熱供給を行い、

給湯、暖房、冷房の順で利用する。 

 不足する電力需要については系統から購入し、熱需要については、ボイラ及び吸収

式冷温水機によって供給する。 

【従来システム】 

 従来システムは、新設建物・既設建物のいずれにおいても、各建物が個別に電力を

受電し、給湯・暖房・冷房用のエネルギー供給を行うシステム。 

 電力については全量を系統から購入し、給湯についてはボイラーによって温水を供

給する。また、冷暖房については吸収式冷温水機によって供給するシステムを想定

している。 

  



 

 

２．操作方法 

 当ツールの操作は大きく２パターンあり、簡易的に入力及び結果表示を行う場合は

「簡易版」シートを使用し、機器効率や機器台数、CGSの運転時間、建設費単価、エ

ネルギー料金等の詳細設定までを行う場合は「詳細版」シートを使用する。 

 以下に、「簡易版」シートと「詳細版」シートそれぞれを使用した場合での操作手

順を示す。 

（１）「簡易版」シートでの操作手順 

     
 

① Resetボタンを押す 

→全ての値の初期化及び「簡易版」シートでの入力用にリンクが修正される。 

② 対象とする新設建物及び既設建物の延床面積を入力（建物用途ごとに入力） 

③ 対象とする新設建物及び既設建物の棟数及び建物間の平均距離を入力 

④ 「省エネルギー効果」「CO2削減効果」「エネルギー・ランニングコスト削減効果」

「投資回収年数」のシミュレーション結果及びグラフが表示される。 

※この際のシミュレーション結果は、全てデフォルト値による。 

  

① 

② ③ 
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（２）「詳細版」シートでの操作手順 

 

  

 

① Resetボタンを押す 

→全ての値の初期化及び「詳細版」シートでの入力用にリンクが修正される。 

② 対象とする新設建物及び既設建物の延床面積を入力（建物用途ごとに入力） 

③ 対象とする新設建物及び既設建物の棟数及び建物間の平均距離を入力 

④ 対象とするエリアの最大エネルギー需要、年間エネルギー需要、月別・建物別の需

要量・需要グラフを出力 

  

① 

② ③ 
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 エネルギー需要の算出結果（例）を以下に示す。 

  

■対象エリアエネルギー需要

◇最大需要 ◇年間需要
用途 単位 新設 既設 エリア 用途 単位 新設 既設 エリア

電力 kW 1,850 930 2,753 電力 MWh/年 5,750 5,490 11,240

冷房 MJ/h 17,850 14,160 31,966 冷房 GJ/年 14,750 10,980 25,730

暖房 MJ/h 13,400 11,070 19,148 暖房 GJ/年 2,800 6,000 8,800

給湯 MJ/h 0 9,000 9,000 給湯 GJ/年 0 12,600 12,600

◇月別（平日）
用途 単位 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 MWh 660 659 721 680 734 824 801 938 777 771 669 690 8,926

冷房 GJ 0 0 0 743 2,072 2,457 4,667 6,506 3,399 2,154 430 0 22,428

暖房 GJ 2,071 1,799 1,380 0 0 0 0 0 0 0 0 1,513 6,763

給湯 GJ 936 915 944 731 614 622 456 494 509 640 779 917 8,557

【グラフ（平日・電力）】 【グラフ（平日・冷暖房）】 【グラフ（平日・給湯）】

◇月別（土曜）
用途 単位 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 MWh 73 53 70 78 83 85 112 94 92 80 74 72 965

冷房 GJ 0 0 0 56 108 172 377 298 329 85 56 0 1,481

暖房 GJ 223 178 164 0 0 0 0 0 0 0 0 161 727

給湯 GJ 185 141 173 144 123 112 125 101 97 131 156 166 1,654

【グラフ（土曜・電力）】 【グラフ（土曜・冷暖房）】 【グラフ（土曜・給湯）】

◇月別（休日）
用途 単位 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

電力 MWh 128 88 87 117 139 84 137 95 137 121 112 105 1,349

冷房 GJ 0 0 0 97 141 161 495 300 422 131 73 0 1,820

暖房 GJ 584 248 203 0 0 0 0 0 0 0 0 274 1,310

給湯 GJ 320 227 219 209 226 112 142 98 151 199 226 260 2,389

【グラフ（休日・電力）】 【グラフ（休日・冷暖房）】 【グラフ（休日・給湯）】

0

200

400

600

800

1,000

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

電
力

[M
W

h
/M

o
n

th
]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

冷
暖
房

[G
J/

M
o

n
th

]

冷房（新設） 冷房（既設）

暖房（新設） 暖房（既設）

0

200

400

600

800

1,000

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

給
湯

[G
J/

M
o

n
th

]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）

0

20

40

60

80

100

120

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

電
力

[M
W

h
/M

o
n

th
]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

冷
暖
房

[G
J/

M
o

n
th

]

冷房（新設） 冷房（既設）

暖房（新設） 暖房（既設）

0

50

100

150

200

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

給
湯

[G
J/

M
o

n
th

]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

電
力

[M
W

h
/M

o
n

th
]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）

0

100

200

300

400

500

600

700

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

冷
暖
房

[G
J/

M
o

n
th

]

冷房（新設） 冷房（既設）

暖房（新設） 暖房（既設）

0

50

100

150

200

250

300

350

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

給
湯

[G
J/

M
o

n
th

]

既設建物（熱融通エリア）

新設建物（電力・熱融通エリア）



 

 

 エネルギー需要の算出後の操作手順について、以下に示す。 

 

   
 

⑤ 新設建物における導入設備の容量、台数、稼働時間、機器効率を入力 

⑥ シミュレーションで算出する省CO2効果やエネルギー・ランニングコスト削減効果に

用いる係数や料金を入力する。 

⑦ 新設建物については、今回のCGSが導入されなかった場合のシステム条件を入力し、

既設建物については、建物で使用されているシステム条件を入力する。（機器の台

数と効率） 

⑧ エネルギー料金の算出条件を入力する。 

（ここでは、関西電力におけるAS-TOU/AL-TOU契約と、AS/AL契約の2ケースを入力し、

算出結果はいずれか安価になる契約条件を採用している。） 

⑨ 建設費条件について入力。 

（デフォルト値には一般的な値を設定しているが、対象エリアの規模や機器容量に

よって投資回収年数の算出結果に影響を与えるため、詳細な検討を行う場合は機器

メーカー等への確認も視野に入れる）  

大阪市環境局　　　 エネルギー面的利用促進ツール ver1.0　【詳細版】　機器条件・結果 大阪市環境局　　　

■シミュレーション条件

◇導入システム（新設建物） ◇従来システム（既設建物） (冷） （暖） （給）

555 kW 5,950 kW 1.40 1.40

30 % 2 台 186 170

2 台 0 kW 0.93

278 kW/台 2 台 0

21 kW/台 4,720 kW 1.20 1.20

38.6 % 2 台 154 143

37.8 % 3,000 kW 0.90

1,959 MJ 2 台 51

10 % ◇エネルギー料金条件（税込）
8 時 1733.4 円/kW

22 時 19.49 円/kWh

× - 14.27 円/kWh

× - 9.99 円/m3

2,176 kW 1733.4 円/kW

2,176 kW 14.13 円/kWh

2 台 13.08 円/kWh

98 kW/台 69.5 円/m3

0.80 - 66.4 円/m3

0.95 - ◇建設費
3,774 kW 容量 単位 補助率

2,290 kW CGS 555 kW 300 千円/kW 0% 166,500 千円

2 台 ジェネリンク 2,176 kW 20 千円/kW 0% 43,526 千円

141 kW/台 冷温水器 3,774 kW 18 千円/kW 0% 67,927 千円

122 kW/台 ボイラ 0 kW 8 千円/kW 0% 0 千円

1.40 - 冷温水ポンプ 212 kW 25 千円/kW 0% 5,289 千円

0.95 - 冷却塔 82 kW 8 千円/kW 0% 654 千円

0 kW 受変電設備 1,295 kVA 50 千円/kVA 0% 64,750 千円

2 台 (土木) 地域導管 50 m 1,000 千円/m 0% 50,000 千円

0.93 - 398,645 千円

0 kW/台 冷温水器 5,950 kW 18 千円/kW 0% 107,100 千円

◇その他設定 ボイラ 0 kW 8 千円/kW 0% 0 千円

0.493 kg-CO2/kWh 冷温水ポンプ 223 kW 25 千円/kW 0% 5,572 千円

2.290 kg-CO2/m3 冷却塔 61 kW 8 千円/kW 0% 489 千円

3.50 円/kWh 非常用発電機 555 kW 100 千円/kW 0% 55,500 千円

2.64 円/kWh 受変電設備 1,850 kVA 50 千円/kVA 0% 92,500 千円

0.08 円/kWh 261,160 千円

1,907 円/kW

2 0 1 6 年大口契約単価よ り近似 (＋ 1 0 円 )

ガス

単価

従来（燃料調整含む） 空調A契約(2017年11月)より近似推定

CGSシステム（燃料調整含む）

吸収機器温熱効率

ジェネリンク温熱効率

吸収式冷温水機(冷) 総容量

吸収式冷温水機(温)

補機(冷)

総容量

新設機器合計

従来機器合計（新設建物分）電力燃料調整費 2018年1月時点（税込）

項目 単価 コスト合計

関西電力2016年値(調整後)

吸収機器冷熱効率

電力料金再エネ賦課金 2018年1月時点（税込）

自家発補給契約基本料金 2017年8月1日実施（税込）

熱損失率

2017年8月1日実施

電力料金（基本）

都市ガスCO2排出係数

運転開始

ボイラ効率

補機 シートDBにて算出

ボイラ 総容量

電力量料金（重負荷）

電力量料金（昼）

電力量料金（夜）

電力料金（基本）

電力量料金（夏季）

Df2.29

冷温水機台数

ジェネリンク台数

補機(温） シートDBにて算出

ボイラ台数

シートDBにて算出

(自動計算）

上段：効率、下段：補機[kW/台]

ボイラー

ボイラー

2017年8月1日実施

新設

既設

台数

台数

台数

台数

吸収式冷温水機

吸収式冷温水機

電力

ASorAL

-TOU

契約

CGS容量 (自動計算）

0～100%で入力

Df2台

(自動計算）

（容量ピーク比）

CGS台数

CGS単機容量

CGS補機

定格発電効率

定格排熱回収効率

搬送距離は各自考慮(Df10%)

運転終了

土曜稼働

休日稼働

定格時排熱回収量

モデル回帰式より

モデル回帰式より

従来機器
(新設

 建物分)

シートDBにて算出

電力CO2排出係数

CGSメンテナンスコスト

2017年8月1日実施

電力量料金（その他季）

電力

ASorAL
契約

2017年8月1日実施

2017年8月1日実施

2017年8月1日実施

2017年8月1日実施

ジェネリンク冷熱効率 温水稼働(追焚1.4)

ジェネリンク(冷) 総容量

ジェネリンク(温) 総容量

補機 シートDBにて算出

新設機器

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 



 

 

 前述した操作手順の入力を終えると、「詳細版」シートの下部に以下の書式のシミ

ュレーション結果とグラフが出力される。 

 

 

■従来システムエネルギー消費量

需要分 補機分 合計 冷温水器 ボイラ 合計 電力 ガス 合計 電力 ガス 合計

MWh/年 MWh/年 MWh/年 千m3/年 千m3/年 千m3/年 GJ/年 GJ/年 GJ/年 t-CO2/年 t-CO2/年 t-CO2/年

新設 5,750 1,630 7,380 309 0 309 72,033 13,894 85,928 3,639 707 4,346

既設 5,490 1,724 7,214 349 345 693 70,410 31,201 101,611 3,557 1,588 5,144

エリア 11,240 3,355 14,595 657 345 1,002 142,444 45,095 187,539 7,195 2,295 9,490

■新規システムエネルギー消費量

需要 CGS発電量 補機分 購入電力 CGS ジェネリンク 冷温水器 ボイラ 合計 電力 ガス 合計 電力 ガス 合計

MWh/年 MWh/年 MWh/年 MWh/年 千m3/年 千m3/年 千m3/年 千m3/年 千m3/年 GJ/年 GJ/年 GJ/年 t-CO2/年 t-CO2/年 t-CO2/年

新設 5,750 1,866 1,192 5,076 430 194 51 0 675 49,546 30,392 79,938 2,503 1,547 4,049

既設 5,490 1,701 7,191 348 318 667 70,184 29,993 100,177 3,545 1,526 5,071

エリア 11,240 1,866 2,893 12,267 430 194 399 318 1,342 119,730 60,385 180,115 6,048 3,073 9,121

削減量 22,714 -15,290 7,424 1,147 -778 369

回収量 新設利用 融通利用 損失･余剰 利用率 寄与率 削減率 15.9% -33.9% 4.0% 15.9% -33.9% 3.9%

GJ/年 GJ/年 GJ/年 GJ/年 GJ/年 % %

熱利用 47,130 6,634 4,986 984 663 90 13

◇一次エネルギー消費量削減効果グラフ ◇CO2排出量削減効果グラフ

■ランニングコスト削減効果 ◇エネルギーコスト削減及び投資額増分グラフ

電力 都市ガス 合計 電力 都市ガス その他 合計

千円/年 千円/年 千円/年 千円/年 千円/年 千円/年 千円/年

新設 163,463 21,473 184,937 118,486 44,815 8,901 172,202

既設 137,285 48,220 185,505 139,300 46,353 - 185,654

エリア 300,748 69,693 370,442 257,786 91,169 8,901 357,856

削減量 42,963 -21,475 - 12,586

削減率 14.3% -30.8% - 3.4%

■単純投資回収年数 補助金

千円 261,160 0

千円 398,645 0

千円 137,485

年 10.9

電力

新設システム投資額

ガス使用量

ガス使用量

ランニングコスト削減分による単純投資回収年数

従来システム投資額

投資額増分

CO2排出量

従来

購入電力量 一次エネルギー消費量 CO2排出量

熱需要

一次エネルギー消費量

排熱

新規

187,539 

180,115 7,424 

0 50,000 100,000 150,000 200,000

従来

新規

一次エネルギー消費量[GJ/年]

エネルギー消費量 削減量

9,490 

9,121 369 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

従来

新規

CO2排出量[t-CO2/年]

CO2排出量 削減量

370,442 

357,856 12,586 

0 100,000 200,000 300,000 400,000

従来

新規

エネルギーコスト[千円/年]

エネルギーコスト 削減量

261,160 

137,485 

0 50,000 100,000150,000200,000250,000300,000350,000400,000450,000

従来

新規

投資額[千円]

投資額 増加額


